
ナンバリング 授業科目名（科目の英文名） 区分 

M212W401 看護管理学（Introduction to Nursing Management and Leadership） 
専門教育科目 

統合分野 

必修選択 単位 対象年次 学期 曜・限 担  当  教  員 

必修 １ ４ 
前 

4月集中 

月３，４ 
水３，４ 
金１，２ 

原田千鶴 内線 5035 charada@oita-u.ac.jp 
大分大学附属病院 医療安全担当管理者 
 〃        感染担当看護師長 

【授業の概要・到達目標】組織における看護活動とケアの質保証や質改善について学び、組織における看護職

の役割と対象を中心とした協働の在り方を考える。また、自己の看護職キャリアイメージを描く機会とする．、 

具 体 的 な 到 達 目 標 
看護学科ディプロマポリシーとの対応 

1 2 3 4 5 6 7 

1.看護の動向に関心をもちサービスとしての看護を説明できる    ○    

2.質の高い看護サービスを提供するための仕組みや過程を説明できる ◎       

3.管理的観点から感染制御の必要性と実際を説明できる ◎       

4.管理の観点から医療安全の確保対策と実際を説明できる ◎       

5.看護専門職としての自己の将来のキャリアイメージを表現できる      ○  
 

【授業の内容】 場所：指定がない限り 講義室 211号 

回数 学習内容 方法・その他 

1 
オリエンテーション 

社会の中の看護専門職（日本看護護協会） 
講義・演習 

2 看護の場に活かすマネジメント理論と実際 講義 

3 看護に活かすリーダーシップ理論と実際 講義 

4 看護サービスの質の評価と保証 講義・演習 

5 チーム医療と多職種連携 講義・演習 

6 看護専門職のプロフェッショナリズム 講義・演習 

7 護専門職としてのキャリア開発 講義・演習 

8 看護サービスマネジメントの実際① 感染管理とリスクマネジメント 講義・演習 

9 看護サービスマネジメントの実際② 医療安全管理とリスクマネジメント 
講義・演習 

10 看護サービスマネジメントの実際③ 医療安全トレーニング 

 単位取得テスト（再・追試験は前学期 再試験期間）  

11 まとめ   

【アクティブラーニングの内容・その他の工夫】 

Ａ：知識の定着・確認 ○ リフレクションシート  ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄにおけるﾁｰﾑﾜｰｸ演習 

現場の実践者との対話の機会をつくり 

看護専門職としてのキャリアイメージを

描く 

Ｂ：意見の表現・交換 ○ 演習結果の発表・検討・バズセッション 

Ｃ：応用志向 ○ KYT RCA STEPPS  

Ⅾ：知識の活用・創造   

【時間外学修の内容と時間の目安】 

準備学修 講義・各演習の準備・発表準備（1ｈ） 

事後学修 振り返り（1ｈ） 
 

【教科書】上泉和子  看護管理 系統看護学講座統合 第 4版 医学書院 2021年 

【参考書】適宜提示 

【成績評価方法及び評価の割合】 

評価方法 割合 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 目標５ 

リフレクションシート・演習レポート 20％ ○  ○ ○ ○ 

最終日 単位取得テスト 80％ ○ ○    
 

【注意事項】講義資料は Moodle上で配信する  

【備  考】 講義最終日は，の単位取得テスト（60％未満）は，学期末に再テストを行う 

 



 

担当教員の実務経験の有無 ○ 原田千鶴 附属病院看護管理者 

教員の実務経験 看護師・看護管理者 原田千鶴 

教員以外で指導に関わる 
実務経験者の有無 

○  

教員以外の指導に関わる 
実務経験者 

感染制御部看護管理者 インフェクションコントロールナース  眞名井理恵 

医療安全管理部看護管理者 医療安全管理部GRM  首藤 芳美 副師長 安部静子 

実務経験をいかした 

教育内容 

附属病院でのインフェクションコントロール看護師やリスクマネージャーの管理行動の実務を活かし，マネジ

メントに必要な基本的知識について学ぶ 

リスクマネジメントは，演習を通じて学生のリスク感性，チームワークにおけるコミュニケーション，リスクの

予防について学ぶ 

授業形態  


